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経済 文化 人

人口の変化 〇生産年齢人口の減少により、経済活動における生産性
の向上が求められる
○生産年齢人口（15歳～64歳）の再定義が必要となる

〇労働人口減少に伴う、女性・高齢者の就労促進の重要
性が増す （ロボットスーツを着用し、女性・高齢者の重作
業が可能となる（介護、農業、サービス業））

○女性、男性を問わず、仕事と介護・子育ての両立支援策
の重要性が増す

〇超高齢化社会の到来により、新たな健康長寿産業を創
出するチャンスが拡大する

〇人口減少に伴う無居住地区を活用した新たな県土再生
方策の構築が求められる

〇人口爆発の途上国支援を目的とした新しいビジネスモデ
ルの要請が高まる（世界では水･食糧･エネルギーの確保が課題）

〇子どもたちに対し、本物の文化活動への
接触機会が多く与えられる

〇高齢者のセカンドライフとして、文化活動
の必要性が高まる

〇地域文化、地域資源の継承が重要となる

○空き家の活用による地域振興が進む、
一方で管理や危険な建物の除却が大きな
課題となる

〇知識偏重教育からイノベーションを生み出す
教育が求められる

○少人数教育が可能となり、よりきめ細かな人
材育成が可能となる

〇児童生徒の減少に伴う小中高校の在り方の
見直しが必要となる

〇女性・高齢者を対象とした生涯教育が重要と
なる

○要介護者の急増により医療・介護人材の確
保が求められる

〇地域医療・介護の効率化とこれに対応した人
材育成が求められる
〇ＩＴ教育の拡充、情報分析力の向上が求められる
〇アジアをはじめとした留学生の受入が増加する

劇的な技術革新
の進展

環境問題

首都圏直下地震
の確率増大

〇ＩｏＴの進展、ロボテックス、再生医療、省エネ、医療機器
などの革新技術により、本県ものづくり産業の新産業創造
の可能性が広がる

〇ビックデータの活用により最適化が進み、起業やビジネ
ス拡大のチャンスが生まれる

〇アジアの新興国や途上国の環境問題に貢献するため、
県内の進んだ廃棄物処理技術が必要とされる

〇地球温暖化により、熱帯性感染症など新たな病気への
対応や、激しい雨への対応が必要となる
〇農林漁業のICT化や生産性向上により、新たな雇用が生まれる

〇農林産物を使用した医薬品・医療薬新素材の実用化
（薬用植物など）が期待される
〇バイオ技術の深化による寒冷地での新たな作物栽培の可能性など
〇日本海メタンハイドレードの活用が期待される

〇危機管理の観点や新幹線開業の利便性から、首都圏
からの企業立地が進む

〇住民生活の利便性が向上し、生活の質
が向上することで、文化への意識が高まる

〇ICT技術を活用し、教育現場と文化施設

のネットワーク化など、クリエイティブな場づ
くりが可能となる

〇健康寿命の延伸により、高齢者の活躍が期
待される

〇サバティカル制度などの導入により異分野交
流、専門分野以外の交流が一般化する

〇現在の仕事が機械やコンピューターに置き換
わっていく中、リカレント教育が重要となってい
る

〇新産業創出や文化施設の活用を支援するプ
ラットホームの形成が重要となる

〇国内外からクリエイティブクラスの人材誘致
が求められる

〇車の全自動運転化が実現し、車社会の在り
方が抜本的に変わる

〇災害に強い、自然豊かな富山県の価値が高
まり、移住が促進される

グローバル化
（フラット化）

〇TPPなど産業障壁がフラット化し、県内製品の輸出が促
進される

〇数値化できるような性質・品質の向上だけでなく、消費
者に感動、物語、デザインなどの付加価値が必要とされる
（スイスのようなものづくり産業）

〇多言語翻訳機の普及など、「言葉の壁」が克服される
（観光産業の後押し）
〇北極海航路の構築など海上輸送のスピード化が進む

〇自国文化への理解、リベラルアーツの必
要性が高まる

〇海外、特にアジアを中心に日本文化に対
する関心が高まる

〇地域間競争がますます激化し、ローカル
ブランディングの重要性が増す
（本県の強みを国内外に発信）

〇アジア時代に向けて経済、文化、人づくりなど
地方のグローバル化に総合的に取り組むため
の指針づくりが求められる

〇愛郷心向上とグローバル教育を併せ持った
人材育成が求められる
〇留学機会の増加が求められる

新幹線開業
（新ゴールデ
ン・ルート）

〇新ゴールデン・ルートが確立され、富山県へのヒト、モノ
の流動性が飛躍的に高まる
〇新幹線による貨物列車運行が可能となる
〇地方観光業が発展し、新たな雇用を生む

〇富山の文化に興味をもった定住者（外国
人）が増加する

〇移動時間短縮による生産性向上
（東京・大阪双方の時間短縮）

予測可能なトレンドがもたらす将来の富山県のすがた（仮説）
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１ 人口の変化
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生産年齢人口の減少、平均寿命・健康寿命の延伸１

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○生産年齢人口の減少により、経済活動における生産性の向上が求められる
○生産年齢人口（15歳～64歳）の再定義が必要となる

○平均寿命の過去30年間の推移(S55→H22)

（（ ）内は富山県）

男性：73.57(73.27) → 79.59(79.71)

＜＋6.02(+6.44)＞

女性：79.00(78.93) → 86.35(86.75)

＜＋7.35(+7.82)＞

（平成22年完全生命表（厚生労働省））

○健康寿命(H25) （（ ）内は富山県）

男性71.19(70.95)

女性74.21(74.76)

（平成27年度厚生労働科学研究補助金健康日本２１（第二次）

の推進に関する研究（研究代表者辻一郎）－健康寿命の

指標化に関する研究（分担研究者橋本修二）－）

①2010年→2040年 生産年齢人口 約２／３に
②2040～2045年頃 老年人口も減少する第３段階へ

過去３０年間で平均寿命は約７～８年延伸

県内では男性71歳、女性74歳まで健康

富山県人口ビジョン（H27.10）
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生産年齢人口の減少、平均寿命・健康寿命の延伸２

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○生産年齢人口の減少により、経済活動における生産性の向上が求められる
○生産年齢人口（15歳～64歳）の再定義が必要となる

富山県作成
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生産年齢人口の減少（生涯現役社会）

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○生産年齢人口（労働人口）の減少に伴い、女性・高齢者の就労促進の重要性が増している

（ロボットスーツを着用し、女性・高齢者の重作業が可能となる（介護、農業、サービス業））
○健康寿命の延伸により、高齢者の活躍が期待される
○女性・高齢者を対象とした生涯教育が重要となる
○高齢者のセカンドライフとして、文化活動の必要性が高まる

○高齢者の就業意欲・就業率
・高齢者の就業意欲は高い
・65～74歳 就業率（国勢調査(2010総務省)）

全 国 約３０％
富山県 約３３％

○第４次産業革命への対応の方向性
供給効率性の飛躍的向上＜変革の方向性＞
「ウェアラブル端末・パワースーツ・ロボット台車
などによる能力の拡張で、女性・高齢者の
社会進出が促進」
（産業構造審議会新産業構造部会（第3回）資料

(H27.11.27経済産業省)）

○65～74歳 要介護（支援）認定率
全国 ：4.4％ 富山県：3.7%

○75歳以上の要介護（支援）認定率
全国：32.6％ 富山県：32.9％

（介護保険事業状況報告(暫定) 平成27年3月分
（厚生労働省）をもとに算出）

国土のグランドデザイン2050 参考資料（国土交通省）

※65～74歳（約１５００万人）
の就業率は30％
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生産年齢人口の減少（女性の活躍）

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○生産年齢人口（労働人口）の減少に伴い、女性・高齢者の就労促進の重要性が増している

（子育てに専念したい人などの希望を尊重しつつ、働きたい人が働き続けることができる社会へ）
○女性や高齢者を対象とした生涯教育が重要となっている
○女性、男性を問わず、仕事と介護・子育てとの両立支援策の重要性が増している

年齢階級別労働力率（全国と富山県）

富山県のＭ字カーブは、 全国平均
より浅いが男性とは大きな差がある

年代別女性労働率の国際比較

産業構造審議会総会(第16回)
資料（H27.4.27経済産業省）
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超高齢化社会の到来とヘルスケア産業 １

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○超高齢化社会の到来により、新たな健康長寿産業を創出するチャンスが拡大する

産業構造審議会新産業構造部会（第4回）資料 第４次産業革命への対応の方向性(H27.12.14経済産業省)

○健康・医療・介護 領域
＜変革の方向性＞

「健康無関心層も取り込んだ
予防・健康増進サービスと
いった新たな市場が更に
拡大」

(産業構造審議会新産業構造
部会（第4回）資料第４次産業
革命への対応の方向性）

(H27.12.14経済産業省)
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超高齢化社会の到来とヘルスケア産業 ２

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○超高齢化社会の到来により、新たな健康長寿産業を創出するチャンスが拡大する

産業構造審議会新産業構造部会（第4回）資料 第４次産業革命への対応の方向性(H27.12.14経済産業省)
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超高齢化社会の到来とヘルスケア産業 ３

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○超高齢化社会の到来により、新たな健康長寿産業を創出するチャンスが拡大する

産業構造審議会新産業構造部会（第4回）資料 第４次産業革命への対応の方向性(H27.12.14経済産業省)
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超高齢化社会の到来とヘルスケア産業 ４

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○超高齢化社会の到来により、新たな健康長寿産業を創出するチャンスが拡大する

産業構造審議会新産業構造部会（第4回）資料 第４次産業革命への対応の方向性(H27.12.14経済産業省)
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○介護人材の不足
全国：2025年の介護人材の需給ギャップ３７．７万人
(｢一億総活躍｣社会の実現に向けた厚生労働省の考え方(H27.11厚生労働省))

富山県：2012年15,179人➡2025年目標22,000人
（第6期介護保険事業支援計画）

超高齢化社会の到来と医療･介護人材の育成･確保

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○要介護者の急増により、医療・介護人材の確保が求められる
○地域医療・介護の効率化とこれに対応した人材育成が求められる

第１回富山県地域包括ケアシステム推進会議資料 (H26.6.13 富山県)

○要介護（要支援）認定者：
2012年 54,966人 → 2035年 81,950人（ピーク）
+26,984人 (+49.1%) 単独世帯も増加
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人口減少に伴う無居住地区や空き家の増加

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○人口減少に伴い発生する無居住地区を活用した新たな県土再生方策の構築が求められる
○空き家の活用による地域振興が進む一方、管理や危険な建物の除却が大きな課題となる

住宅・土地統計調査（平成25年度）

・県内の空き家の数は、５．６万戸と５年前と比較して
０．４万戸増加

・空き家の割合（空き家率）は、１２．８％と５年前
（１２．３％）から０．５ポイント上昇

・調査年毎に増加傾向で推移

1km²毎の地点（メッシュ）別の将来人口の試算（国土交通省）

2050年の人口増減状況(2010年との比較) 空き家の状況（富山県）

・2050年までに居住メッシュ※のうち10%が非居住地化
(全面積の4.3%)
※全面積4,248㎢の43%が居住メッシュ(2010年)
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世界全体の人口の一貫した増加傾向

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○人口爆発の途上国支援を目的とした新しいビジネスモデルの要請が高まる
○世界的では水・食糧・エネルギーの確保が課題となる

国土のグランドデザイン2050
参考資料（国土交通省）

・2050年まで一貫した増加傾向
・特にインドやインドネシアの
増加が著しい
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人口減少・少子化が教育・文化にもたらす影響

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○少人数教育が可能となり、よりきめ細かな人材育成が可能となる
○児童生徒の減少に伴う小中高校の在り方の見直しが必要となる
○地域文化、地域資源の継承が重要となる

教育再生実行会議「学び続ける」社会､全員参加型社会､地方創生を実現する教育の在り方について(第六次提言) 平成27年3月4日

・今後、年少人口は大幅に減少
・近年、全国的に学校統合に

より、学校の学級数を確保す
る傾向にある

○年少人口（0～14歳 富山県）
2010年：１４１，９６６人
2040年： ８３，１１７人

▲５８，８４９人(▲41%)
（国立社会保障・人口問題研究所）

○中学校卒業予定者数(富山県)
2015年：１０，１８９人
2030年： ７，６６２人

▲２，５２７人（▲25％）
（県立学校整備のあり方等に関する
報告書（案） H28.2 富山県）

○県政世論調査(H26)
Ｑ 文化の振興を通じて「元気とや

ま」を創造するために、県や市
町村が重点を置くべき施策

回答率 第２位
「伝統芸能や文化財の保存・

継承・活用」 31.2％
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芸術文化の振興と自国文化への理解

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○子どもたちに対し、本物の文化活動への接触機会が多く与えられる
○住民生活の利便性が向上し、生活の質が向上することで、文化への意識が高まる
○自国文化への理解、リベラルアーツの必要性が高まる

○県政世論調査(H26)

Ｑ 文化の振興を通じて「元気とやま」を創造するために、県や市町村が重点を置くべき施策

回答率 第１位 「子どもたちが文化に親しむ機会の充実」 ４４．５％

【文化芸術の振興に関する基本的な方針－文化芸術資源で未来をつくる－
（第4次基本方針）（平成27年5月22日閣議決定）】

＜「文化芸術立国」の実現のための成果目標・成果指標＞

○日本の誇りとして「文化芸術」を挙げる国民の割合（2014年１月：５０．５％→ 2020年に約６割へ）

○地域の文化的環境に対して満足する国民の割合 （2009年11月：５２．１％→ 2020年に約６割へ）

○寄付活動を行う国民の割合 （2009年11月：９．１％ → 2020年に倍増へ）

○鑑賞活動をする国民の割合 （2009年11月：６２．８％→ 2020年に約８割へ）

○文化芸術活動をする国民の割合 （2009年11月：２３．７％→ 2020年に約４割へ）

○訪日外国人旅行者数 （2014年：1，341万4千人→ 2020年に2000万人へ）
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２ 技術革新の進展、

環境問題、災害リスク
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飛躍的な技術革新の可能性 １

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○ＩｏＴの進展、ロボテックス、再生医療、省エネ、医療機器などの革新技術により、

本県ものづくり産業の新産業創造の可能性が広がる
○国内外からクリエイティブクラスの人材誘致が求められる

＜人工知能やロボットによる仕事
の代替＞

「普通の技能や能力しかない労働
者であることがこれほど不利な時
代は前例がない。コンピューター、
ロボット、その他デジタル技術が
そうした技能や能力を並外れた
速さで獲得するようになっている
からである」
（人間開発報告書2015( 国連開発計画)）

「日本の労働人口の約４９％が、
技術的には人工知能やロボット等
で代替可能に(10～20年後)」
「創造性、協調性が必要な業務や、
非定型な業務は、将来に おいて
も人が担う（芸術や他者との協調
や他者の理解、サービス志向性
が求められる職業）」
（株式会社野村総合研究所(2015.12.2)）

産業構造審議会新産業構造部会（第３回）資料 第４次産業革命への対応の方向性(H27.11.27 経済産業省)
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飛躍的な技術革新の可能性 ２

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○ＩｏＴの進展、ロボテックス、再生医療、省エネ、医療機器などの革新技術により、

本県ものづくり産業の新産業創造の可能性が広がる
○国内外からクリエイティブクラスの人材誘致が求められる

＜有力分野における変革の姿＞

（ものづくり革新）
○2030年の姿
「規格品からテーラーメイド品へ」
「設計リードタイムゼロ」、「在庫
ゼロ」の実現

○経済社会へのインパクト
「世界一のものづくり競争力の
実現」「消費者が自分好みのテイ
ラーメイド品を早く安く購入可能に」

（医療・健康）
○2030年の姿
「データによる予防、診療、予後
の高度化・統合管理」
○経済社会へのインパクト
「健康寿命の延伸」
「医療・介護費の適正化」

（産業構造審議会新産業構造部会
第１回 (H27.9.17) 「新産業構造部会
の検討の背景とミッション」
（経済産業省））

産業構造審議会産業構造審議会総会
(第16回)資料（H27.4.27経済産業省））
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自動車の自動運転化実現

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○車の完全自動運転化が実現し、車社会の在り方が抜本的に変わる可能性

（交通弱者・買い物弱者の解消、自動運転に適した道路整備の需要喚起）

自動車の自動運転の今後の見通し

＜有力分野における変革の姿＞

（自動走行）

○2030年の姿
完全自動走行を含む高度な自動走行の実現

○経済社会へのインパクト
・交通事故の減少
・渋滞の解消・環境負荷低減
・高齢者等の移動手段確保

（産業構造審議会新産業構造部会第１回 (H27.9.17)
「新産業構造部会の検討の背景とミッション」
（経済産業省））

平成27年度第１回車両安全対策検討会(H27.7.6) 資料
「自動運転に関する動向について」（国土交通省）
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ＩＣＴ技術の急速な発展と人材育成

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○ＩＴ教育の拡充、情報分析力の向上が求められる
○ICT技術を活用し、教育現場と文化施設のネットワーク化など、クリエイティブな場づくりが可能に

平成27年版情報通信白書のポイント（総務省）

○未来社会を見据えた初等中等教育の改革
「第４次産業革命の進展に伴って情報活用能力を備えた人材があらゆる分野で求められるため、高等教育段階はもとより、
初等中等教育段階から、ＩＴを課題解決のために使いこなす力やプログラミング等によるＩＴリテラシーの育成強化を進めるとともに、
グローバル時代を踏まえた英語教育の充実を行うべき」 （産業競争力会議(H28.1.25) 資料 成長戦略進化のための今後の検討方針（案））

○経済成長を担う“データサイエンス”力
の高い人材育成

「ICTの急速な発展のもとデータに基づく
数量的な思考により課題を解決する
能力、いわゆる“データサイエンス”を
身に着けた人材が不可欠」

（ＩＣＴの利活用による地域の活性化
(H27.5.8地方創生ＩＴ利活用推進会議
政策企画ワーキンググループ（第３回）
総務省資料)）
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ビッグデータの活用

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○ビックデータの活用により最適化が進み、起業やビジネス拡大のチャンスが生まれる

産業構造審議会新産業構造部会第１回資料(H27.9.17)
（新産業構造部会の検討の背景とミッション（経済産業省））

○第４次産業革命」がもたらす競争環境の変化
＜供給効率性の飛躍的向上＞

「データをリアルタイムに取得･分析し、さらに実世界にフィード
バックすることで飛躍的に効率性を向上することが可能に」
（産業構造審議会新産業構造部会（第3回）資料
第４次産業革命への対応の方向性(H27.11.27経済産業省)）
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急速な技術革新に伴い学び続ける重要性 １

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○知識偏重教育からイノベーションを生み出す教育が求められる
○サバティカル制度などの導入により異分野交流、専門分野以外の交流が一般化する

教育再生実行会議 「これからの時代
に求められる資質・能力と、それを培
う教育、教師の在り方について」（第
七次提言) 平成27年5月14日

○これからの時代を見据えた教育
内容・方法の革新
～求められる資質・能力を教育

によっていかに培うか～

「新たな価値を生み出す創造性、
起業家精神の育成」
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急速な技術革新に伴い学び続ける重要性 ２

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○現在の仕事が機械やコンピューターに置き換わっていく中、リカレント教育が重要となっている
○新産業創出や文化施設の活用を支援するプラットホームの形成が重要となる

教育再生実行会議 「学び続ける」社
会､全員参加型社会､地方創生を実
現する教育の在り方について(第六
次提言) 平成27年3月4日

日本は、高等教育機関に
占める社会人学生の割合
がＯＥＣＤ各国より低い

○社会に出た後も、多様な全ての
人が、都市でも地方でも、学び、
輝き続ける社会へ

「社会に出た後も学び続けること
により、新たに必要とされる知識
や技術を身に付けていくことが
不断に求められる」

「仕事以外の時間をいかに創造的、
生産的に過ごすかということが、
それぞれの幸せや生きがいにとっ
て重要性を増してくる。そうした時
間をいかし、更にチャンス・可能性
を拡大できるようにすることが重要
であり、そのための学びの機会を、
いかに社会全体で提供できるかが
大きな意味を持ってくる。」
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新興国や途上国で深刻化する環境問題への対処

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○アジアの新興国や途上国の環境問題に貢献するため、県内の進んだ廃棄物処理技術が

必要とされる

○環境産業・環境技術の国際展開

「新興国や途上国を中心に経済成長
や工業化に伴う温室効果ガス排出
量の増加の他に廃棄物の増加、水
質汚濁や大気汚染などの環境汚染
が進んでおり、こうした国々におい
て、今後環境技術に対する需要の
拡大が予想され、我が国の強みで
ある優れた環境技術による国際貢
献の機会がますます増大していく
ことが考えられる」

（「平成26年版 図で見る環境・循環型
社会・生物多様性白書（環境省）」）

産業構造審議会産業構造審議会総会(第16回)資料（H27.4.27経済産業省））
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地球温暖化の進展 新たな感染症や防災対策

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○熱帯性感染症など新たな病気への対応が必要となり、医薬品の需要も生じる
○短時間降水量の増加など、激しい雨への対応が必要となる

・富山県でも温暖化が進展
・熱中症や新たな感染症への対応、ゲリラ

豪雨などの災害対策が必要
国土のグランドデザイン2050参考資料（国土交通省）

＜２０３０年代の富山県の気候＞
○気温は上昇する（現在から１～２度上昇）

真夏日、猛暑日、熱帯夜の日数が増加、
冬日の日数は減少

○雪は平野において減少する
・平野の年間降雪量は冬季の気温が

２度程度上昇すると４０％程度減少、雨
で雪が融けやすくなり積雪日数も減少

・標高の高い山岳地域では厳冬期に０度
以上にならず、降雪量はあまり減少しない

○大雪は現在と大きくは変わらない
平野部の年最大の日降雪量は２０％
程度の減少にとどまるため、豪雪災害
への備えは必要

○激しい雨は増える
温暖化により大気中の水蒸気量が
増加するため、短時間降水量が増加

（富山県環境科学センター 富山県近未来気候
RECCA気候変動適応研究推進プログラム）
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農林水産業の成長産業化

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○農林漁業のICT化や生産性向上により、新たな雇用が生まれる
○農林産物を使用した医薬品・医療薬新素材の実用化（薬用植物など）が期待される
○バイオ技術の深化による寒冷地での新たな作物栽培の可能性など

産業構造審議会新産業構造部会（第5回）資料
第４次産業革命への対応の方向性(H28.1.25経済産業省)

○「漢方製剤等は医療現場に
おけるニーズが高まっており、
その生産金額は平成18年～
23年の間に22％増加し、
1,422億円(H23）、その原料と
なる生薬の需要量は今後とも
増加が見込まれる」

（薬用作物に関する農林水産省
の取組み(H25.10農林水産省)）

○「農林水産業の成長産業化
を一層進めるために必要な
戦略を平成28年秋を目途に
政策の具体的内容を詰める」

(総合的なＴＰＰ関連政策大綱
(ＴＰＰ総合対策本部決定
H27.11.25))
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日本近海 メタンハイドレート革命

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○日本海メタンハイドレートの活用が期待される
○天然ガスの低コスト調達による電力の低価格化などを通じ、企業の国際競争力が増す

国土のグランドデザイン2050参考資料（国土交通省）
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首都直下地震・南海トラフ巨大地震の可能性

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○危機管理の観点や新幹線開業の利便性から、首都圏からの企業立地が進む
○災害に強い、自然豊かな富山県の価値が高まり、移住が促進される

両地震の30年以内の発生
確率は７０％程度

国土のグランドデザイン2050
参考資料（国土交通省）
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３ グローバル化
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世界の重心はアジアを中心とした新興国へシフト

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○アジア時代に向けた、経済・文化・人づくりなど、地方のグローバル化に総合的に取り組むため

の指針・戦略づくりが求められる

産業構造審議会総会(第16回)資料（H27.4.27 経済産業省）

経済規模シェアの予測(2050年）では、
アメリカ・ＥＵの占める割合が２８．２％なのに対し、
中国・ＡＳＥＡＮ・インドの占める割合は３５．４％

○富山県内のアジアへの進出企業数
H13.2月 141事業所 (延べ101社)
→H28.2月554事業所 (延べ287社)

＋413事業所 ＋186社
（富山県調）

県内企業のアジアへの進出は増加傾向
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グローバル化の進展（経済連携・統合の動き）

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○TPPなど産業障壁のフラット化が進み、県内製品の輸出が促進される
○地域間競争がますます激化し、ローカルブランディング・国内外への魅力発信の重要性が増す

産業構造審議会総会(第16回)資料
（H27.4.27経済産業省）

＜ＴＰＰ＞
○世界のGDPの約４割（3,100兆円）

というかつてない規模の経済圏
をカバーした経済連携、人口
８億人という巨大市場が創出

○原産地の完全累積制度等の
ルールを活用し、生産拠点を
海外に移さず、我が国に 「居な
がらにしての海外展開」が可能

○これまで様々なリスクを懸念して
海外展開に踏み切れなかった
地方の中堅・中小企業にとって、
オープンな世界へ果敢に踏み
出す大きなチャンス

（総合的なＴＰＰ関連政策大綱
（ＴＰＰ総合対策本部決定H27.11.25））

H27.10.5大筋合意

○TPP協定の経済効果分析
＜概ね10～20年後を想定＞
実質ＧＤＰ＋２．６％程度
（＋約１４兆円(H26GDPベース)）

「内閣官房TPP政府対策本部H27.12.24」



35

グローバル競争激化 新たな優位性が必要

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○数値化できるような性質・品質の向上だけでなく、消費者に感動、物語、デザインなどの付加価値

が必要とされる

○「デザイン」を軸とした取組み

「グローバル競争が激化する中で日本
の産業（特に自動車・家電などの
BtoC産業）は、従来の競争力の基盤
であった品質･性能などの「機能価値」
だけで差をつけることが困難となって
いる。イノベーションを加速し、更に新た
な優位性として、意匠・質感、ライフスタ
イルなどの「感性価値」を高め、世界
市場で戦える強いブランド力を獲得す
ることが不可欠」

クールジャパン戦略官民協働イニシアティブ（H27.6.17 クールジャパン戦略推進会議）
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アセアン諸国等との人材交流

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○世界をリードする医薬品産業の一大集積拠点づくり

（独）医薬品医療機器統合機構（ＰＭＤＡ）の支部を富山県に設置し、同支部に設置されるアジア医薬品・医療機器ト
レーニングセンター研修所において、アジアの規制当局担当者に対し、ＧＭＰ調査に関する研修を実施

（独）医薬品医療機器統合機構

○富山県の医薬品製造業
◇新薬開発型、特殊剤型、ジェネ
リック、配置薬など100超の工場
が集積
◇医薬品生産金額が増加

2005年 2,626億円（8位）
→2014年 6,163億円（2位）

◇活発な設備投資
2015年以降も900億円を超え
る投資予定

本県の特色・強みを活かしたさらなる発展を目指す

・アジア全体の医薬品・医療機器等の規制のレベルアップに貢献

・海外規制当局との交流を深め、県内医薬品産業の海外進出を促進

※2016年4月1日PMDA 「アジア医薬品・医療機器トレーニングセンター」設立

「アジア医薬品・医療機器トレーニングセンター」
の誘致



37

訪日外国人観光客の増加

訪日外客数 出典：日本政府観光局(JNTO)をもとに作成

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○海外、特にアジアを中心に日本文化への関心が高まる
○外国語でのアナウンス、外国語表記での案内が当たり前となる
○外国人観光客の消費が県内経済に与える影響が大きくなる
○多言語翻訳機の普及など、「言葉の壁」が克服され、観光産業の後押しとなっている
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・外国人観光客数は近年急増
・2015年は対前年約1.5倍
・45年ぶりに訪日外客数と出国日本人数が逆転
・中国499万人、韓国400万人、台湾368万人

香港152万人、タイ80万人 など
アジアからの訪問が多い

○多言語音声翻訳システムの社会実装
「世界からの注目が集まる東京オリンピックを機会に、
「言葉の壁」がなくなる社会をショーケースとして社会
に発信」（グローバルコミュニケーション計画(H26.4総務省)

＜2015年10月 総務省委託研究開発･多言語音声翻訳
技術推進コンソーシアムが設立＞

「富山県県観光課調」をもとに作成
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（過去５年で約2.3倍）

訪日外客数の推移 県内主要宿泊施設における外国人宿泊者数
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グローバル化の進展 グローバル教育と愛郷心の向上

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○愛郷心向上とグローバル教育を併せ持った人材育成が求められる
○留学機会の増加が求められる、一方で、アジアをはじめとした留学生の受入れが増加する

産業構造審議会新産業構造部
会（第5回）資料
第４次産業革命への対応の方
向性(H28.1.25経済産業省)

グローバル化の進展にも関わら
ず、外国への留学、外国からの留
学生の受入れが低調

○社会意識に関する世論調査
（平成27年1月）

Ｑ 「国を愛する」という気持ち
をもっと育てる必要があると
思うか

回答「そう思う」７５．８％

（内閣府大臣官房政府広報室）
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４ 新ゴールデン・ルート
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新ゴールデン・ルート（北陸新幹線全線開業）

＜将来の富山県の姿、富山に与える影響＞
○新ゴールデンルートが確立され、富山県へのヒト、モノの流動性が飛躍的に高まる

・移動時間短縮による生産性向上 （東京・大阪双方の時間短縮）
・観光業が発展し、新たな雇用が生まれる ・富山の文化に興味をもった定住者（外国人）が増加
・新幹線による貨物列車運行が実現している可能性

国土交通省ＨＰ

北陸新幹線の動き
・敦賀－大阪間について、平成28年5月中までには

政府が調査するルート案を絞り込む予定
・平成34年3月までに金沢・敦賀間が開業予定

○富山→新大阪
現行：３時間８分
全線開業後：約１時間２０分程度

（▲１時間４８分程度)
（北陸新幹線建設促進同盟会ホームページ）

○新幹線による貨物列車運行
「国土交通省とＪＲ貨物、ＪＲ北海道などが、
北海道新幹線に貨物専用の新幹線を導入
する検討を始めた」
（朝日新聞DIGITAL(2016年1月3日)）

＜参考＞ 中央新幹線（超伝導リニア）
・東京・名古屋間 2027年開業予定
（東京－名古屋間が約４０分）


